
























＊ 都市社会文化研究科博士前期課程 2020 年 3月修了














































































第 4 章では第 3 章でのインタビュー分析を踏まえて考察を行った。3人が
最終的に同じような見解に至った理由には、3人がファッションを通して社会
との距離を調節してきたということあった。ファッションを身に纏うことにより
自分の存在を知覚し、他者や社会とのつながりを意識したことが共通の実践
175
的経験としてあり、ファッションを身に纏う身体と社会が相互作用するような
形で現れていることも検証できた。
理論研究とインタビュー調査、分析を踏まえ、現代社会において私たち人
間が生きるうえで無意識に自分たちの立ち位置を流動的に調節していること
を確認し、具体的な実践方法についても考察を深めることができた。私た
ち 3人にとって、ファッションは、身体を通して私たちの存在を明らかにする
だけでなく、日々変わりやすい心や感情にも寄り添ってくれる存在であった。
私たちが感じるすべての感情に寄り添ってくれるものであり、すべての感情を
体現してくれるものがファッションとしてあり、ファッションを身に纏うという
ことは、単なる娯楽的なものではなく、私たち人間が社会で生きるための皮
膚を与えてくれることして、現実の世界で存在することを確認できた。
本研究の不十分な点について最後に述べたい。インタビュー調査では現象
学的分析を試みたが、インタビューの手法や分析については、今後より一層
の工夫が必要だと考える。今回の研究では 2 人のインスタグラマーを対象に
しが、より深い分析や考察をするために、多くの対象者にインタビューを行
い、幅広いデータを用いることが必要だと考える。人の心はグラデーション
のようなものであり、その心にファッションは寄り添うということを示すには
多くの人から調査をし、その心のグラデーションを具体的に表すことで、研
究としてより説得力のあるものとなるはずだ。
また、オートエスノグラフィーの部分においてもより多くの情報が必要だと
考えた。オートエスノグラフィーを事細かに記すことにより、インタビュー調
査のデータと照らし合わせる項目が増え、深い考察ができただろう。
しかし、データが少ない中でも私を含めインタビュー対象者 3人のファッ
ションについての見解を通して、3人の関係性などについて、次のステップに
つながるような考察ができたと確信している。
